
講義コード 1482500000

講義名称 経済学特講‑実験経済学Ⅰ　＜秋＞

科目英文名 Topics in Economics‑Experimental Economics I

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード ECON2400

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

「経済学」と言えば，数理モデルや統計データで現実の経済現象を読み解こうとする学問のように思い浮かべる人が多いだろう．さらに，モデル分析は抽象的で
現実離れしているように思われ，統計分析はマクロデータが多くて実感として現実の経済現象を説明しているように思えず，経済という私たちにとって非常に身近
なものを分析対象としている割には縁遠い学問のように感じている人が多いだろう．こうした学問と現実のギャップを埋める1つの方法として，人間を観察対象と
した行動実験（Behavioral Experiment）があり，経済学に関する研究の最先端では，行動実験の結果を踏まえて数理モデルを修正したり，行動実験を通してミク
ロデータを収集したりして，より現実的な経済分析が行われている．この行動実験の方法を経済学の枠組み内で研究し，その成果によって成立している学問が「実
験経済学（Experimental Economics）」である．
この授業では，模擬実験も交えながら経済学における行動実験の方法について説明し，実験経済学とはどのような学問なのか説明する．また，経済学における

行動実験の基本的な実施方法も説明する．説明はスライドを使った講義形式で行う（スライドは授業資料として履修者に配布する）．履修者にはいくつかの授業で
課題に取り組んでもらい，その解答を提出してもらう（授業の最初に前回の課題を解説する）．

学習
（到
達）
目標

(1) 実験経済学の概要を理解する．
(2) 経済学における行動実験の基本的な方法を理解する．

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の
方法（コメ
ント）

第5‑12回の授業内で毎回課題（短答式，計算問題を含む）を出す（上記「その他」に該当）．授業の残り20分ほどで課題に取り組んでもらい，その解答
を任意の用紙に記入して写真に収め，その写真データを授業日の翌日までにWebClass経由で提出してもらう（Wordファイルなどその他の電子媒体でも構
わない）．
第12回の授業が終わった段階で，いくつかの実験に関するレポート課題を履修者に無作為に割り当て（履修者によってレポート課題が異なる場合があ

る），そのレポート（論述式）をWebClass経由で提出してもらう（上記「レポート」に該当）．
授業内の課題およびレポート課題の詳細については第1回の授業で説明するので，履修者は必ず確認すること（授業に出席できなかった場合は担当教員に

問い合わせること）．

テキスト

参考文献

小川一仁，川越敏司，佐々木俊一郎（2012）『実験ミクロ経済学』東洋経済新報社．
小川一仁，川越敏司，佐々木俊一郎（2014）『実験マクロ経済学』東洋経済新報社．
亀井憲樹（2024）『はじめての実験経済学－やさしくわかる意思決定の特徴－』 オーム社．
河野勝，西條辰義［編著］（2007）『社会科学の実験アプローチ』勁草書房．
西條辰義［編著］（2007）『実験経済学への招待』NTT出版．
下村研一（2015）『実験経済学入門』新世社．
二本杉剛，中野浩司，大谷咲太／齊藤愼［監修］（2013）『プレステップ経済学－経済実験で学ぶ』弘文堂．
花木伸行，島田夏美（2023）『実験から始める経済学の第一歩』有斐閣．
林良平，佐々木俊一郎，川越敏司（2020‑2021）「体験して学ぶ経済学　教室実験のすすめ」日本評論社刊『経済セミナー』2020年4・5月
号‑2021年2・3月号．

事前および事後学習の
指示 参考文献などにも目を通し，経済学における様々な行動実験の事例に触れてもらいたい．

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

氏名

西﨑　勝彦

授業形態 講義 アクティブラーニング

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

宿題(演習問題、e‑learning等) 体験学習(実習、実験)

回 内容

第1回 授業内容の説明および実験経済学の概説

第2回 実験経済学の意義

第3回 模擬実験1の実施

第4回 模擬実験1の解説

第5回 実験経済学の原理：価値誘発理論

第6回 実験経済学の方法1：実験の計画

第7回 実験経済学の方法2：実験の設備

第8回 実験経済学の方法3：実験参加者の統制

第9回 実験経済学の方法4：実験の実施

第10回 実験経済学の方法5：実験結果の分析

第11回 模擬実験2の実施

第12回 模擬実験2の解説

第13回 経済学における実験

第14回 社会科学における実験

第15回 授業内容の総括

試験

レポート 60%

その他 40%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１．

ダニエル・フリード
マン，シャム・サン
ダー／川越敏司，内
木哲也，森徹，秋永
利明［訳］

実験経済学の原理と方
法 プリント配布 978‑4495434717 同文舘出版

本書に基づいてスライドを作成し，
それを授業資料として履修者に配布
する．

２． 川越敏司 実験経済学
大学オンライン
販売 978‑4130402347 東京大学出版会

本書に基づいてスライドを作成し，
それを授業資料として履修者に配布
する．



講義コード 1482500000

講義名称 経済学特講‑実験経済学Ⅰ　＜秋＞

科目英文名 Topics in Economics‑Experimental Economics I

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード ECON2400

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

「経済学」と言えば，数理モデルや統計データで現実の経済現象を読み解こうとする学問のように思い浮かべる人が多いだろう．さらに，モデル分析は抽象的で
現実離れしているように思われ，統計分析はマクロデータが多くて実感として現実の経済現象を説明しているように思えず，経済という私たちにとって非常に身近
なものを分析対象としている割には縁遠い学問のように感じている人が多いだろう．こうした学問と現実のギャップを埋める1つの方法として，人間を観察対象と
した行動実験（Behavioral Experiment）があり，経済学に関する研究の最先端では，行動実験の結果を踏まえて数理モデルを修正したり，行動実験を通してミク
ロデータを収集したりして，より現実的な経済分析が行われている．この行動実験の方法を経済学の枠組み内で研究し，その成果によって成立している学問が「実
験経済学（Experimental Economics）」である．
この授業では，模擬実験も交えながら経済学における行動実験の方法について説明し，実験経済学とはどのような学問なのか説明する．また，経済学における

行動実験の基本的な実施方法も説明する．説明はスライドを使った講義形式で行う（スライドは授業資料として履修者に配布する）．履修者にはいくつかの授業で
課題に取り組んでもらい，その解答を提出してもらう（授業の最初に前回の課題を解説する）．

学習
（到
達）
目標

(1) 実験経済学の概要を理解する．
(2) 経済学における行動実験の基本的な方法を理解する．

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の
方法（コメ
ント）

第5‑12回の授業内で毎回課題（短答式，計算問題を含む）を出す（上記「その他」に該当）．授業の残り20分ほどで課題に取り組んでもらい，その解答
を任意の用紙に記入して写真に収め，その写真データを授業日の翌日までにWebClass経由で提出してもらう（Wordファイルなどその他の電子媒体でも構
わない）．
第12回の授業が終わった段階で，いくつかの実験に関するレポート課題を履修者に無作為に割り当て（履修者によってレポート課題が異なる場合があ

る），そのレポート（論述式）をWebClass経由で提出してもらう（上記「レポート」に該当）．
授業内の課題およびレポート課題の詳細については第1回の授業で説明するので，履修者は必ず確認すること（授業に出席できなかった場合は担当教員に

問い合わせること）．

テキスト

参考文献

小川一仁，川越敏司，佐々木俊一郎（2012）『実験ミクロ経済学』東洋経済新報社．
小川一仁，川越敏司，佐々木俊一郎（2014）『実験マクロ経済学』東洋経済新報社．
亀井憲樹（2024）『はじめての実験経済学－やさしくわかる意思決定の特徴－』 オーム社．
河野勝，西條辰義［編著］（2007）『社会科学の実験アプローチ』勁草書房．
西條辰義［編著］（2007）『実験経済学への招待』NTT出版．
下村研一（2015）『実験経済学入門』新世社．
二本杉剛，中野浩司，大谷咲太／齊藤愼［監修］（2013）『プレステップ経済学－経済実験で学ぶ』弘文堂．
花木伸行，島田夏美（2023）『実験から始める経済学の第一歩』有斐閣．
林良平，佐々木俊一郎，川越敏司（2020‑2021）「体験して学ぶ経済学　教室実験のすすめ」日本評論社刊『経済セミナー』2020年4・5月
号‑2021年2・3月号．

事前および事後学習の
指示 参考文献などにも目を通し，経済学における様々な行動実験の事例に触れてもらいたい．

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

氏名

西﨑　勝彦

授業形態 講義 アクティブラーニング

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

宿題(演習問題、e‑learning等) 体験学習(実習、実験)

回 内容

第1回 授業内容の説明および実験経済学の概説

第2回 実験経済学の意義

第3回 模擬実験1の実施

第4回 模擬実験1の解説

第5回 実験経済学の原理：価値誘発理論

第6回 実験経済学の方法1：実験の計画

第7回 実験経済学の方法2：実験の設備

第8回 実験経済学の方法3：実験参加者の統制

第9回 実験経済学の方法4：実験の実施

第10回 実験経済学の方法5：実験結果の分析

第11回 模擬実験2の実施

第12回 模擬実験2の解説

第13回 経済学における実験

第14回 社会科学における実験

第15回 授業内容の総括

試験

レポート 60%

その他 40%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１．

ダニエル・フリード
マン，シャム・サン
ダー／川越敏司，内
木哲也，森徹，秋永
利明［訳］

実験経済学の原理と方
法 プリント配布 978‑4495434717 同文舘出版

本書に基づいてスライドを作成し，
それを授業資料として履修者に配布
する．

２． 川越敏司 実験経済学
大学オンライン
販売 978‑4130402347 東京大学出版会

本書に基づいてスライドを作成し，
それを授業資料として履修者に配布
する．

＜社会人の方へ＞基本的には講義形式で行い、1-2度PC・タブレット・スマホで参加していただけるような模擬実験をを行いますが（模擬実験への参加は自由）、履修者が
少なければ講義の一部をPCを使った実験実施ソフトや統計分析ソフトの実習（プログラミング）に変更しますのでご留意ください。なお。過年度は全て一部実習に代わっ
ております。



講義コード 14D4520000

講義名称 地方財政論Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Local Public Finance Ⅱ

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード FINC2470

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

経済のグローバル化と少子高齢化が進む中で、政府に求められる役割が大きくなってきた。国も地方も膨大な借金を抱えており、今日において財政の再編が求め
られている。とりわけ、地方財政は厳しい財政状況に直面しており、何らかの改革が必要となっている。地方分権や地域の活性化、あるいは官業の民間委託はその
典型的な例と言えよう。本講義では地方分権の基礎的な議論を踏まえたうえで、わが国の地方財政の実態について説明する。
地域公共政策や公益事業の学問領域を専門とするため、公務員や県・市の外郭団体に勤めることを希望する学生の基礎を身につけることを目的としている。

学習
（到
達）
目標

新聞報道で伝えられた地方分権に関する記事、たとえば市町村合併、大阪都構想、東日本大震災、ふるさと納税と地方財政のあり方について私見が述べられるこ
とを目標とする。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 【成績評価について】
M‑Portによる課題提出が30%、学期末に出されるレポート課題が70％。

テキスト

参考文献
菅原宏太・松本　睦・加藤秀弥著『地方財政の見取り図』有斐閣、2023年。（ISBN9784641151161)
林　宏昭・橋本恭之著『入門地方財政　第3版』中央経済社、2013年。（ISBN978450265）
佐藤主光著『地方財政入門』新世社、2009年。（ISBN9784883841332)

事前および事後学習の指示 講義テーマに該当する配布資料を事前に熟読するようにして下さい。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：地方財政論）02～10生読替（E・CBCC・J生のみ）

氏名

田代　昌孝

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回

ガイダンス。
地方分権とは何か。
成績評価についての説明。
講義を受けるうえでの注意事項。

第2回 地方分権改革と政府間競争（様々な分権化指標）

第3回 地方分権と三位一体改革（歴史的過程を中心に）

第4回 市町村合併と広域行政（地方の効率化と独自性）

第5回 大阪都構想について（首都東京への対抗行政）

第6回 道州制の議論（アメリカの連邦制を踏まえながら）

第7回 地方財政と福祉（子育て・年金・医療・介護）

第8回 地域経済の発展と地方財政（公共事業とその経済効果）

第9回 地方財政の効率化と自治体行政（NPM理論）

第10回 将来的な民営化への準備（PFI事業）

第11回 地方公営企業のあり方（コロナ禍での病院事業を中心に）

第12回 第三セクター問題（地方活性化の理想と現実）

第13回 夕張市の財政破綻問題（求められる財政健全化）

第14回 東日本大震災と地方財政（硬直化した財政支出）

第15回 ふるさと納税の現状と課題（失われた費用便益）

試験 100%

レポート

その他

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 林宜嗣 新・地方財政 大学オンライン
販売

9784641184565 有斐閣ブックス



講義コード 14D4520000

講義名称 地方財政論Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Local Public Finance Ⅱ

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード FINC2470

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

経済のグローバル化と少子高齢化が進む中で、政府に求められる役割が大きくなってきた。国も地方も膨大な借金を抱えており、今日において財政の再編が求め
られている。とりわけ、地方財政は厳しい財政状況に直面しており、何らかの改革が必要となっている。地方分権や地域の活性化、あるいは官業の民間委託はその
典型的な例と言えよう。本講義では地方分権の基礎的な議論を踏まえたうえで、わが国の地方財政の実態について説明する。
地域公共政策や公益事業の学問領域を専門とするため、公務員や県・市の外郭団体に勤めることを希望する学生の基礎を身につけることを目的としている。

学習
（到
達）
目標

新聞報道で伝えられた地方分権に関する記事、たとえば市町村合併、大阪都構想、東日本大震災、ふるさと納税と地方財政のあり方について私見が述べられるこ
とを目標とする。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 【成績評価について】
M‑Portによる課題提出が30%、学期末に出されるレポート課題が70％。

テキスト

参考文献
菅原宏太・松本　睦・加藤秀弥著『地方財政の見取り図』有斐閣、2023年。（ISBN9784641151161)
林　宏昭・橋本恭之著『入門地方財政　第3版』中央経済社、2013年。（ISBN978450265）
佐藤主光著『地方財政入門』新世社、2009年。（ISBN9784883841332)

事前および事後学習の指示 講義テーマに該当する配布資料を事前に熟読するようにして下さい。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：地方財政論）02～10生読替（E・CBCC・J生のみ）

氏名

田代　昌孝

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回

ガイダンス。
地方分権とは何か。
成績評価についての説明。
講義を受けるうえでの注意事項。

第2回 地方分権改革と政府間競争（様々な分権化指標）

第3回 地方分権と三位一体改革（歴史的過程を中心に）

第4回 市町村合併と広域行政（地方の効率化と独自性）

第5回 大阪都構想について（首都東京への対抗行政）

第6回 道州制の議論（アメリカの連邦制を踏まえながら）

第7回 地方財政と福祉（子育て・年金・医療・介護）

第8回 地域経済の発展と地方財政（公共事業とその経済効果）

第9回 地方財政の効率化と自治体行政（NPM理論）

第10回 将来的な民営化への準備（PFI事業）

第11回 地方公営企業のあり方（コロナ禍での病院事業を中心に）

第12回 第三セクター問題（地方活性化の理想と現実）

第13回 夕張市の財政破綻問題（求められる財政健全化）

第14回 東日本大震災と地方財政（硬直化した財政支出）

第15回 ふるさと納税の現状と課題（失われた費用便益）

試験 100%

レポート

その他

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 林宜嗣 新・地方財政 大学オンライン
販売

9784641184565 有斐閣ブックス



講義コード 14D6320000

講義名称 中国経済論Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Chinese Economy Ⅱ

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード ECON2705

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

改革・開放政策実施以降の30余年で中国の経済は大きく発展した。国内総生産の実質成長年率は年率10％に達し、日本経済の高度経済成長期に匹敵する水準で
ある。これにより2010年には世界第２位のＧＤＰ大国となった。また外貨準備高はすでに世界第１位の水準にある。この結果、多くの日本企業が中国に参入して
いる。
しかし、国内には解決しなければならない課題も山積している。例えば、三農問題といわれる農業・農村の停滞、1.5億人ともいわれる大規模な労働力流動と都

市・農村社会の急激な変容、国際的問題ともなった食品安全問題、深刻な環境問題など数多い。本講義では、中国経済の成長過程を明らかにし、高度成長が実現
した背景、直面している主な問題、今後の課題について解説する。また、台湾、香港、マカオ等の地域の経済についても解説する。テキストのほかに、中国経済の
動きに関する新聞報道なども紹介し、NHKなどが制作したドキュメンタリーを放映するなどして、わかりやすい授業に心掛ける。
この中国経済論Ⅱでは、現在の中国経済が直面する問題点、日本経済と中国経済の関係、日本企業の中国投資等について取り扱う。

学習
（到
達）
目標

日本と中国の経済的な繋がりはますます深まっているが、現代の中国経済はどのように形成されてきたのか、またその課題は何かについて体系的、客観的に理解す
る。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

対面授業を想定し、以下のように配点する。
Ｍ‑Portによるレポート（必修、1回、50点）、課題（5回各10点、50点）を基本とする。
さらに講義への出席を促進するため、出席点30点（15回各2点）を加点する。
合計130点となるが、評価は他の講義と同様に以下の基準である。
59点以下Ｄ、60～69点Ｃ、70～79点Ｂ、80～89点Ａ、90点～130点Ｓ。

参考文献
大島一二編著（2007）『中国野菜と日本の食卓　－産地、流通、食の安全・安心』芦書房。
大島一二（2015）『日系食品産業における中国内販戦略の転換 (日本農業市場学会研究叢書)』筑波書房。
大島一二・山田七絵（2019）『朝日緑源、10年の軌跡』農林統計出版。

事前および事後学習の
指示

この講義の履修には中国経済論Ⅰの履修が前提となる。テキストは特に指定しないが、必要に応じて資料を配布する。できるだけ参考文献を読
んでおくこと。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 中国・台湾・香港・マカオ経済、中国農業・農村、環境問題

備考(管理者用) （旧：中国経済論）02～10生読替（E・CBCC・L・文学部生のみ）

氏名

大島　一二

授業形態 講義 プレゼンテーション

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト 宿題(演習問題、e‑learning等)

回 内容

第1回 オリエンテーション。授業の進め方、講義内容の概要などについて説明する。

第2回 人口政策と人口問題

第3回 中国の社会保障制度の現状と課題

第4回 三農問題といわれる農業・農村問題、経済格差の拡大

第5回 地域間労働移動と労働市場、農村からの労働力移動

第6回 農業と食料問題

第7回 食品安全問題

第8回 水問題、水資源問題と水質汚染問題

第9回 生態環境問題と環境政策

第10回 環境問題とエネルギー

第11回 社会保障制度の課題

第12回 日本経済と中国経済

第13回 日中貿易の実態

第14回 日本企業の中国投資

第15回 まとめ

試験 0%

レポート 50%

その他 50%



講義コード 14D6320000

講義名称 中国経済論Ⅱ　＜秋＞

科目英文名 Chinese Economy Ⅱ

開講責任部署 経済学部　経済学科

代表ナンバリングコード ECON2705

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

改革・開放政策実施以降の30余年で中国の経済は大きく発展した。国内総生産の実質成長年率は年率10％に達し、日本経済の高度経済成長期に匹敵する水準で
ある。これにより2010年には世界第２位のＧＤＰ大国となった。また外貨準備高はすでに世界第１位の水準にある。この結果、多くの日本企業が中国に参入して
いる。
しかし、国内には解決しなければならない課題も山積している。例えば、三農問題といわれる農業・農村の停滞、1.5億人ともいわれる大規模な労働力流動と都

市・農村社会の急激な変容、国際的問題ともなった食品安全問題、深刻な環境問題など数多い。本講義では、中国経済の成長過程を明らかにし、高度成長が実現
した背景、直面している主な問題、今後の課題について解説する。また、台湾、香港、マカオ等の地域の経済についても解説する。テキストのほかに、中国経済の
動きに関する新聞報道なども紹介し、NHKなどが制作したドキュメンタリーを放映するなどして、わかりやすい授業に心掛ける。
この中国経済論Ⅱでは、現在の中国経済が直面する問題点、日本経済と中国経済の関係、日本企業の中国投資等について取り扱う。

学習
（到
達）
目標

日本と中国の経済的な繋がりはますます深まっているが、現代の中国経済はどのように形成されてきたのか、またその課題は何かについて体系的、客観的に理解す
る。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント）

対面授業を想定し、以下のように配点する。
Ｍ‑Portによるレポート（必修、1回、50点）、課題（5回各10点、50点）を基本とする。
さらに講義への出席を促進するため、出席点30点（15回各2点）を加点する。
合計130点となるが、評価は他の講義と同様に以下の基準である。
59点以下Ｄ、60～69点Ｃ、70～79点Ｂ、80～89点Ａ、90点～130点Ｓ。

参考文献
大島一二編著（2007）『中国野菜と日本の食卓　－産地、流通、食の安全・安心』芦書房。
大島一二（2015）『日系食品産業における中国内販戦略の転換 (日本農業市場学会研究叢書)』筑波書房。
大島一二・山田七絵（2019）『朝日緑源、10年の軌跡』農林統計出版。

事前および事後学習の
指示

この講義の履修には中国経済論Ⅰの履修が前提となる。テキストは特に指定しないが、必要に応じて資料を配布する。できるだけ参考文献を読
んでおくこと。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

キーワード 中国・台湾・香港・マカオ経済、中国農業・農村、環境問題

備考(管理者用) （旧：中国経済論）02～10生読替（E・CBCC・L・文学部生のみ）

氏名

大島　一二

授業形態 講義 プレゼンテーション

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト 宿題(演習問題、e‑learning等)

回 内容

第1回 オリエンテーション。授業の進め方、講義内容の概要などについて説明する。

第2回 人口政策と人口問題

第3回 中国の社会保障制度の現状と課題

第4回 三農問題といわれる農業・農村問題、経済格差の拡大

第5回 地域間労働移動と労働市場、農村からの労働力移動

第6回 農業と食料問題

第7回 食品安全問題

第8回 水問題、水資源問題と水質汚染問題

第9回 生態環境問題と環境政策

第10回 環境問題とエネルギー

第11回 社会保障制度の課題

第12回 日本経済と中国経済

第13回 日中貿易の実態

第14回 日本企業の中国投資

第15回 まとめ

試験 0%

レポート 50%

その他 50%



講義コード 1530320000

講義名称 都市社会学[2]　＜秋＞

科目英文名 Urban Sociology

開講責任部署 社会学部　社会学科

代表ナンバリングコード 0SOC2450

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

教科書『都市社会学・入門〔改訂版〕』の前半について講義を行う（後半は「現代都市論」で扱う）。都市社会学は、都市の近代化や人口の増大といった状況の
もと、ヨーロッパの近代社会学に端を発し、20世紀アメリカの「シカゴ学派」において確立をみた学問分野である。この授業では、都市社会学の学問的な系譜
と、その後の展開（コミュニティ論・ネットワーク論との関係など）について解説する。講義は教科書の内容に沿って行い、ワークシートの添削や試験の採点を
通して理解度を確認する。

学習
（到
達）
目標

都市社会学の学説史に関する基本的な知識の習得。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 中間試験40%、期末試験40%、ワークシート20%の割合で成績を評価する。

テキスト

参考文献
松本康編，2011，『都市社会学セレクション1 近代アーバニズム』日本評論社．
松本康，2021，『「シカゴ学派」の社会学』有斐閣。
野沢慎司編訳，2006，『リーディングス ネットワーク論』勁草書房．

事前および事後学習の指示 授業計画を参照して、教科書の該当箇所を熟読すること。また授業ノートをこまめに整理し、自己の理解を確認すること。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：都市社会学）02～20SS・17～20SW生読替

氏名

竹中　英紀

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回 都市社会学の問い

第2回 都市社会学の始まり(1)シカゴの発展／シカゴ社会学

第3回 都市社会学の始まり(2)シカゴ学派の都市研究

第4回 アーバニズム(1)生活様式としてのアーバニズム

第5回 アーバニズム(2)都市と社会構造／アーバニズムと下位文化

第6回 都市生態学と居住分化(1)人間生態学という視座

第7回 都市生態学と居住分化(2)同心円地帯理論からの批判的展開／東京の社会‐空間構造分析

第8回 授業前半の補足・まとめ

第9回 地域コミュニティ(1)地域コミュニティとはなにか／都市化と町内会・自治会

第10回 地域コミュニティ(2)郊外化とコミュニティ形成／NPOと市民活動

第11回 都市と社会的ネットワーク(1)コミュニティのネットワーク分析／「コミュニティ」問題

第12回 都市と社会的ネットワーク(2)アーバニズムとパーソナル・ネットワーク／日本におけるアーバニズム理論の検証

第13回 都市圏の発展段階(1)欧州における都市圏の発展段階／日本における三大都市圏の発展段階

第14回 都市圏の発展段階(2)東京における都市圏の発展段階

第15回 授業後半の補足・まとめ

試験 80%

レポート 0%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 松本康編 都市社会学・入門〔改訂
版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑641‑22207‑6 有斐閣 「現代都市論」と共通テキスト。



講義コード 1530320000

講義名称 都市社会学[2]　＜秋＞

科目英文名 Urban Sociology

開講責任部署 社会学部　社会学科

代表ナンバリングコード 0SOC2450

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講
義・
演習
概要

教科書『都市社会学・入門〔改訂版〕』の前半について講義を行う（後半は「現代都市論」で扱う）。都市社会学は、都市の近代化や人口の増大といった状況の
もと、ヨーロッパの近代社会学に端を発し、20世紀アメリカの「シカゴ学派」において確立をみた学問分野である。この授業では、都市社会学の学問的な系譜
と、その後の展開（コミュニティ論・ネットワーク論との関係など）について解説する。講義は教科書の内容に沿って行い、ワークシートの添削や試験の採点を
通して理解度を確認する。

学習
（到
達）
目標

都市社会学の学説史に関する基本的な知識の習得。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） 中間試験40%、期末試験40%、ワークシート20%の割合で成績を評価する。

テキスト

参考文献
松本康編，2011，『都市社会学セレクション1 近代アーバニズム』日本評論社．
松本康，2021，『「シカゴ学派」の社会学』有斐閣。
野沢慎司編訳，2006，『リーディングス ネットワーク論』勁草書房．

事前および事後学習の指示 授業計画を参照して、教科書の該当箇所を熟読すること。また授業ノートをこまめに整理し、自己の理解を確認すること。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：都市社会学）02～20SS・17～20SW生読替

氏名

竹中　英紀

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回 都市社会学の問い

第2回 都市社会学の始まり(1)シカゴの発展／シカゴ社会学

第3回 都市社会学の始まり(2)シカゴ学派の都市研究

第4回 アーバニズム(1)生活様式としてのアーバニズム

第5回 アーバニズム(2)都市と社会構造／アーバニズムと下位文化

第6回 都市生態学と居住分化(1)人間生態学という視座

第7回 都市生態学と居住分化(2)同心円地帯理論からの批判的展開／東京の社会‐空間構造分析

第8回 授業前半の補足・まとめ

第9回 地域コミュニティ(1)地域コミュニティとはなにか／都市化と町内会・自治会

第10回 地域コミュニティ(2)郊外化とコミュニティ形成／NPOと市民活動

第11回 都市と社会的ネットワーク(1)コミュニティのネットワーク分析／「コミュニティ」問題

第12回 都市と社会的ネットワーク(2)アーバニズムとパーソナル・ネットワーク／日本におけるアーバニズム理論の検証

第13回 都市圏の発展段階(1)欧州における都市圏の発展段階／日本における三大都市圏の発展段階

第14回 都市圏の発展段階(2)東京における都市圏の発展段階

第15回 授業後半の補足・まとめ

試験 80%

レポート 0%

その他 20%

著者 タイトル 教科書購入区分 ISBN 出版社 備考

１． 松本康編 都市社会学・入門〔改訂
版〕

大学オンライン
販売

978‑4‑641‑22207‑6 有斐閣 「現代都市論」と共通テキスト。



講義コード 15E1720000

講義名称 地域福祉論Ｂ　＜秋＞

科目英文名 Community Social Work B

開講責任部署 社会学部　ソーシャルデザイン学科

代表ナンバリングコード SOCW2470

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・演
習概要

[授業の目的・ねらい]
地域福祉の様々な主体や多機関協働また、地域福祉活動・実践、包括的支援体制、福祉計画、福祉行財政の現状や課題を理解することを目的とする。
[授業全体の内容の概要]
地域福祉の担い手として社会福祉協議会、社会福祉施設・機関ばかりでなく行政や住民、当事者団体、ボランティア・ＮＰＯ等の理解も目指す。さらに、地域
福祉にかかわる法律、制度、政策、資金問題や計画など地域福祉の実践方法の整理も行なう。

学習（到
達）目標

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
地域福祉の主体や担い手について説明できること、地域福祉の援助方法を説明できること、地域福祉の運営のしくみについて説明できることを到達目標とす
る。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） ①最終レポートを実施する。社会福祉原論Ｂの全体にかかわるテーマとなる。地域福祉の進め方に関する考え方を確認する。
②毎回、講義にもとづく提出物（小レポート）を求める。その他の点数に反映される。

事前および事後学習の指示 ・事前に提供される講義資料をよく確認しておくこと。
・事後にわからないことがあれば、調べておくこと。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：社会学特講－地域福祉論Ｂ）02～09SS生読替☆（旧：地域福祉論）02～08SW生読替

氏名

小野　達也

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回 １　地域福祉の枠組みの確認

第2回 ２　地域での支援をめぐる現状と課題

第3回 ３　地域でのケアサービスに関する現状と課題

第4回 ４　地域づくりに関する現状と課題

第5回 ５　地域福祉の実践主体　国、都道府県、市町村

第6回 ６　社会福祉協議会の歴史と現状

第7回 ７　住民活動、民生委員・福祉委員について

第8回 ８　住民参加型サービス、ボランティア、ＮＰＯ

第9回 ９　地域での多機関の協働とガバナンス

第10回 10　福祉計画

第11回 11　地域問題への取り組み方法　災害時における支援

第12回 12　地域での多様化・複雑化したニーズに対するソーシャルワーク 

第13回 13　地域福祉行財政、民間資金

第14回 14　包括的支援体制と地域共生社会

第15回 15　まとめ　これからの地域福祉

試験 0%

レポート 50%

その他 50%



講義コード 15E1720000

講義名称 地域福祉論Ｂ　＜秋＞

科目英文名 Community Social Work B

開講責任部署 社会学部　ソーシャルデザイン学科

代表ナンバリングコード SOCW2470

単位数 2.0

時間割 秋学期: 火曜日４時限

講義開講時期 秋学期

担当教員

講義・演
習概要

[授業の目的・ねらい]
地域福祉の様々な主体や多機関協働また、地域福祉活動・実践、包括的支援体制、福祉計画、福祉行財政の現状や課題を理解することを目的とする。
[授業全体の内容の概要]
地域福祉の担い手として社会福祉協議会、社会福祉施設・機関ばかりでなく行政や住民、当事者団体、ボランティア・ＮＰＯ等の理解も目指す。さらに、地域
福祉にかかわる法律、制度、政策、資金問題や計画など地域福祉の実践方法の整理も行なう。

学習（到
達）目標

[授業修了時の達成課題（到達目標）]
地域福祉の主体や担い手について説明できること、地域福祉の援助方法を説明できること、地域福祉の運営のしくみについて説明できることを到達目標とす
る。

講義・演習計画

成績評価の方法（割合）
「成績評価の方法（コメント）」についても合わせてご確認ください。

成績評価の方法（コメント） ①最終レポートを実施する。社会福祉原論Ｂの全体にかかわるテーマとなる。地域福祉の進め方に関する考え方を確認する。
②毎回、講義にもとづく提出物（小レポート）を求める。その他の点数に反映される。

事前および事後学習の指示 ・事前に提供される講義資料をよく確認しておくこと。
・事後にわからないことがあれば、調べておくこと。

学習時間 事前学習時間：30時間　事後学習時間：30時間

備考(管理者用) （旧：社会学特講－地域福祉論Ｂ）02～09SS生読替☆（旧：地域福祉論）02～08SW生読替

氏名

小野　達也

授業形態 講義

アクティブラーニングの
詳細

※受講人数により表記のとおり実施できない場合があります。

小レポート/小テスト

回 内容

第1回 １　地域福祉の枠組みの確認

第2回 ２　地域での支援をめぐる現状と課題

第3回 ３　地域でのケアサービスに関する現状と課題

第4回 ４　地域づくりに関する現状と課題

第5回 ５　地域福祉の実践主体　国、都道府県、市町村

第6回 ６　社会福祉協議会の歴史と現状

第7回 ７　住民活動、民生委員・福祉委員について

第8回 ８　住民参加型サービス、ボランティア、ＮＰＯ

第9回 ９　地域での多機関の協働とガバナンス

第10回 10　福祉計画

第11回 11　地域問題への取り組み方法　災害時における支援

第12回 12　地域での多様化・複雑化したニーズに対するソーシャルワーク 

第13回 13　地域福祉行財政、民間資金

第14回 14　包括的支援体制と地域共生社会

第15回 15　まとめ　これからの地域福祉

試験 0%

レポート 50%

その他 50%




